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New 　Campus （7）

東北大学 ・ 理学部 ・ 地球物質科学科 ， 地圏

環境科学科 ， 宇宙地球物理学科

鎌谷　紀子 1 ・ 長妻　努 2

1． 名前が変わっ た

　は じめて理学部の キャ ン パ ス に来た 日の ことを

思い 出す，次の停留所が確かに 「理学部前」だ っ

た は ずなの に
，

バ ス は どん どん 山を登 っ て い く．

耳が キーン と鳴るほど．山を登 り切 っ たと こ ろ に

理学部 が あっ た …　　 ．青葉山全体が東北大の 敷

地な の で ，まわ りに 喫茶店 ・食堂 ・店が 全 く無 い

とい うの が本当に困っ た とこ ろ で ある．某教授が
，

「退官後は理学部の前で焼鳥屋 の 屋台をや りたい 」

と言 っ て い たが ，早 く開店してほ しい と思 うし，

とて も蛯か るような気がする．しか し何 の か ん の

言い なが ら，きじが歩き水芭蕉が咲 くこ の地が気

に入っ て もう7年もここに い る．

　 さて ， 平成 4年度 よ り， 東北大学理学部の 地球

科学関係の学科は，新 しい 学科 ・講座名を持 っ て

生 まれ変わっ た．こ の 改革を行な うに あた っ て教

官方は様々 な苦労をされ たよ うだが
， 学生 の 私達

は単純 に，学科の名前 と内容が合 うようにな っ た

こ とを喜んで い る．

　地球科学に関係 して い る学科は，地学系と物理

系の 2 つ に存在して い る．大学入試で は理学部は

系ご と の 募集を し て い る の で
，

地球科学 の 勉 強 を

希望して い る学生は大学合格の 時点で 大 まか に進

学学科が決まることに なる．系の 間に存在 して い

た高い 垣根 を乗 り越 え よう とい う試み が学生 の 間

で もなされてお り，今回の 原稿 も異なる系の大学

院生が協力 して 書 い て い る．地球科学関係の 学

科 ・講座の 構造を図 1に 示す．

2． 地学系は地球物質科学科と

　　地圏環境科学科

　地学系では，まだまだ惑星よ りも，地球に関す

る研究の方が圧倒的に多 い ．地球に関する様 々 な

問題を解決 して きた研究方法を，他の惑星 に も適

用 し ようと身構 えて い る段階なの か もしれない ．

　
“
惑星

”
を講座名に付けた，地球惑星物性学講

座につ い て詳しく述べ よ う．こ の 講座で は
，

マ ル

チ ア ン ビ ル 型超高圧発生装置 を用 い て
， 高温高圧

下 で の 惑星構成物質 （地球型惑星な らば地球とそ

れ ほ ど違 い はな い ）の 物性 を研究 して い る．以下

に
， 大学院生 の 研究内容 に つ い て 紹介する． D1

の 森島君は，つ くばの 高エ ネ研で
， 高圧下 で相転

移 して い く鉱物の構造変化を X 線 を用 い て そ の 場

観察して い る，同 じくD1 の横浜国大か ら来た山

下 君（現在神奈川県職員）は，地中深 くか らダイヤ

モ ン ドを運んで くるキ ン バ ー
ライ トの成因に つ い

て研究 して い る．M2 の 児嶋君は隕石 中 にある C

AI を常圧 高温で研究 して お り，須藤君は中心核

の 構成物質で ある鉄や 硫化 鉄 の 高温高圧 ドで の 物

性を調べ て い る．同 じくM2 の 中田さん は，パ イ

ロ
ー

プ
ー

フ ォ ル ス テ ラ イ ト系の高圧熔融実験を行

な っ て ，マ ン トル で の マ グ マ 発生 や初期地球で起

こ っ たマ グマ オーシ ャ ン で の 熔融分化過程 を考え

1東北 大学理学部地球 物質科学科

2東北 大学 理 学 部 字宙地 球物理科学科
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て い る．Ml の 鈴木君 は熔融マ ン トル 中 で 鉱物が

浮 くか沈むか を実験，検討して お り， 初期火星 ・

地球の マ グ マ ォ
ーシ ャ ン で何が起きたか考えて い

る．同じくMl の森脇君は
，

マ ン トル の 主 要構成

鉱物であるかんらん石の 高圧下 で の 熔融関係 を調

べ て お り， 北大か ら来て野外調査屋 か ら転向 した

山崎君 は，現在テ
ー

マ を模索中である．D3 の 著

者 ・鎌谷は，分化 した火星の 内部構造を推定する

ため に，火星 マ ン トル組成の溶融実験を行な っ て

い る ．

　地球物質科学科の他講座 では，以下 の研究を行

な っ て い る ．鉱物学講座は，X 線回折法や電子顕

微鏡で 天然の 鉱物を詳細に観察したり，
ダイヤモ

ン ドア ン ビ ル 高圧発生 装置 を用 い て 圧力や盞跛 に

対する構造変化を研究し て い る ．岩石学講座は，

野外調査をして 採っ て きた岩石 を EPMA
，
　 XRF ，

地球惑星物性 学講座

資源地球化学講座

岩石学講座

鉱物学講座

基礎地学講座

地殻進化学講座

地 圏環境進化学講座

生物系統進化学講座

自然環境地理学講座

人間環境地理学講座

地震学講座

宇宙地球鼈磁気学講座

海洋物理学講座

気象学講座

基礎地球物理学講座

惑星大気物理学講座

　 （平成 5年度設置）

理論天文学講座

電波天文学講座

　　（平成6年度設置）

地震予知 ・噴火予知観測セ ン タ
ー

超高層物理学研究施設

大気海洋変動観測研究セ ン タ
ー

図 L 地球科学関係 の 学科 ・講座の 構造
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固体質量分析計 を用 い て 分析 し
， 火山 ・山脈が ど

の ように して で きたか研究 して い る．また
， 隕石

の衝撃変成年代の推定な ど，
こ の 技術 を隕石に も

応用 して成果を挙げて い る，資源地球化学講座は
，

ボー
リ ン グ コ ア や野外調査で採取 した岩石を レ

ー

ザ
ー・ガス質量分析計 ， EPMA ，

　 XRF を用い

て 分析 し，鉱床 （特定の 元 素が なぜ か濃集 して い

る ところ）の生成過程か らは じま っ て，い つ ごろ

か ら酸素が増え始めたかなどの大気 ・生命の進化

に関する問題まで を元 素の 循環 とい う観点か ら研

究 してい る．

　次に，同じ地学系の 建物に入 っ て い る地圏環境

科学科に つ い て述べ る．自然環境地理学講座は
，

都市の街路か ら地球規模 にい たる様々 なス ケ
ール

の 気候環境に関する研究や
， 地形や 表層物質の形

成過程の 解明 をして い る．大量の 空中写真 ・衛星

画像 ・観測資料を有し， 放射性炭素年代測定装置

や地理情報シス テ ム解析装置などを使 っ て研究 を

進め て い る．最近の卒論で は
， 「仙台市に お ける都

市内緑地 の 気候 とその 周辺 へ の 影響」 とい う もの

もある．人間環境地理学講座は，理学部の 中にあ

っ て人文の研究をして い るとい う珍しい 講座なの

で，最初か らこの 講座 を志 して入学 して くる学生

も多い ．こ こ で は
， 狩猟採集民や焼畑農耕民の 作

り出す人文地域 に関する研究を して い る
一
方 ， 中

枢管理機能 ・オフ ィ ス 立地と関連 した都市地域構

造 を研 究する こ とも して い る．こ の 他 の 3 つ の 講

座 （生物 ・地圏 ・地殻）は
， もとの 地質古生物学

教室で ある．地殻進化学講座は，野外で の地質調

査 をもとに して，地質構造が形成されて きた過程

を復元 ・考察 し，力学や プ レートテ ク トニ ク ス に

立脚 したモデル を作 っ て い る．地圏環境進化学講

座は，化石や堆積物の 同位体比 ・化学成分などを

分析することによ っ て
， 過去の環境変化を明 らか

に して い る，特に この 講座は
， 巨大隕石の衝突が
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原因と考えられ て い る K − T 境界な どの 地球史と

生物の大量絶滅の 関係の 研究にも積極的に取 り組

ん で い る。生物系統進化学講座は
， 有孔虫などの

微小 な化石 を材料 として ， これ らの 生物の 変化 と

環境の変化の関係 を明らか に して い る．

　平成5 年度 4 月か ら教養部が廃止され，こ れま

で 教養部で地学を担当して きた教官方が新た に作

られた基礎地学講座の 教官 として学部に所属する

こ とにな っ た．この講座の山路　敦助手は，イオ

などの 地球以外の惑星 ・衛星 で の ホ ッ トス ポ ッ ト

の 分布の理論的解析を して い る．

3． 進化していく地学系

　地学系で は全て の 学科で卒業論文が課せ られ て

おり，
また地球物質科学科で は

， 3年か ら4 年に進

級する ときには進級論文 （仙台近郊の 4  四 方の

土地を一人で地質調査 し， 報告するもの〉の提出

が義務付けられて い るの で ，学部で の苦労は相当

なもの （？）である．体力勝負 の ように見られる

地学系で はある が，毎年 1割位 の 女子学生が入学

して い る．大学院に進学する女性も徐々 に で はあ

るが増 えて きて お り
， 地球物質科学科の 院生 は 27

人の 内 4 人 を占め て い る ．他大学か らこ こ の 大学

院 に 入学する人 も増 えて きて い る．こ の春は，新

しい 血が流れ込むような緊張感が心地よ か っ た．

名前が変わり， 中身はそれ以上 に進化 してい く地

学系で ある．

4． 宇宙地球物理学科

　東北 大学宇宙地球物理学科は，平成 4年度 4 月

よ り天文及び地球物理学科第一
（天文） と天文及

び地球物理学科第二 （地球物理）が合併 し，新た

に 2講座増えて 出発 した．現在，学科は一
体化 さ

れたが，大学院で は天文学専攻と地球物理学専攻

に別れ て い る，
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　天文学専攻で は，実際に測定機器を置 くこ との

で きな い 範囲 を研究 して い る．東北大の 天文 の 特

徴は，銀河系の構造進化と変光星の 研究 とい う2

つ の 柱を持っ て い る こ とで ある．理論天文学講座

は，銀河の 中で 星 が ど の よ うに して で きる の か ，

銀河が どの よ うに して で きる の か， 銀河や銀河 団

の構造 と力学 ， 銀河 の 磁場の研究，構成の 形成の

研究な どを行 な っ て い る．また，天体物理学講座

は ， 宇宙に存在する変光星 ，
X 線星，降着円盤，

パ ル サ ー，星間物質など様々 な対象に対 して の研

究を観測 ， 理論 を通 じて行な っ て い る．この他に，

天文学専攻に は平成 6年度設置の 電波天文学講座

がある．観測 は岩手県水沢の観測所で行なわれ，

学部生 は こ こ で 観測に つ い ての 基礎的な知識 を得

る．水沢以外に も， 岡山や野辺山などに観測に行

く．4年生は各先生 につ い て卒業研究をする が
， 卒

論とは違 い
， 必ずし もレ ポ ー

トと い う形に まとめ

な くて もよい と い う， 自由度の高い もの である．

　地球物理学専攻は
， 「地球 も惑星 の 1つ である ！」

とい う観点にたて ば
， すべ て の メ ン バ ーがなん ら

か の形で惑星科学の 研究に携わっ て い る とい える

だろ う．中で も特に太陽系物理学 ・惑星物理学の

研究を積極的に進め て い る の は
， 宇宙地球電磁気

学講座，超高層物理学研究施設 ， 基礎地球物理学

講座 の 3 講座 で ある ．こ れ らの 研 究室は ，通称

「ス ペ ース 3 講座」 とい う名で呼ばれ
，

1つ の研究

グ ル
ープ を構成 して きた．今年度か らは新たに惑

星大気物理学講座 もこ の グル ープに加 わる こ とと

なっ た，ただし，
こ の研究室 は新設 されたばか り

で ，
こ れか らどの様に研究を進め て い くの かは未

定である．今後の活躍が期待 されるとこ ろである．

　この グループは電磁気学やプラズマ 物理学の 立

場か ら惑星科学分野 を研究 して い るため，研究の

ウエ イ トは超高層大気や宇宙空間物理 に おかれ て

い る．研究手法として は
， 飛翔体に よる直接観測

日本惑星科学会誌Vol ，2　No ．4，1993

を取 り入 れ て お り
，

ハ レー彗星探査機 「さ きが

け」 ・「す い せ い 」や
， オ

ー
ロ ラ観測衛星 「あけ

ぼ の」に
，

プ ラズマ 波動や磁力計な どの観測装置

を搭載 して研究を行なっ て きた．また，1990年代

後半に実施予定の PLANET −B （火星探査）計画 に

お い て
，

トッ プサイ ドサウ ン ダ
ー

及び高周波プラ

ズ マ 波動計測機 と重水素／水素吸収セル 付 き紫外

分光計 の 2 つ の観測装置 を飛翔体に搭載 して
， 火

星上層大気の観測を行なう予定である．その他 に，

木星 ・銀河の デ カ メー
トル 電波の観測や夜間大気

光の 観測，惑星大気組成 とダイナ ミ ッ ク ス研究用

の レー
ザ

ー
ヘ テ ロ ダイ ン分光計の開発等 ， 地上観

測や新 しい 観測機器の 開発 も行なわれ て い る．ま

た
，

こ れ らと平行 して計算機 シ ミ ュ レーシ ョ ン が

盛 ん に行なわれてお り， 惑星 ダイナモ 形成 ， 太陽

系と惑星 の 起源 ， 地球 ・火星熱圏大気の ダイナ ミ

ク ス
， 火星水素 ・酸素 コ ロ ナ等の研究が進め られ

て い る．これ らの研究活動は，こ の グル ープ単独

で行なっ て い るわけではな く，宇宙科学研究所や

極地研究所，名古屋大学太陽地球環境研究所，国

立天文台等 と連携 しなが らプ ロ ジ ェ ク トが進め ら

れ て い る．そ して
， 他の 惑星科学の 分野 と協力 し

て 惑星科学の 新しい 分野 の 開拓 を目指 して い る．

　地震学講座で は
， 地震はなぜ

， どの ように して

起こ るかを中心 に研究 をすすめ て い る．また，地

震そ の もの に つ い て だけではな く， 地震波を利用

して 地球内部の不均質構造などにつ い て の 研 究 も

行な っ て い る ．大竹政和教授の主な研究テ
ー

マ は，

地震予知 と地震の トリガ
ー

メ カ ニ ズム で ある．月

の 引力が 1つ の トリガー
にな っ て い る と考えられ

る地震がある ．三 陸沖群発地震の発生 を調べ てみ

る と，月が真上か真裏を通過 してか ら2時間以内

に集中して い る とい うこ とが わか っ た の で ある ．

また，地殻内の 浅 い 地震の発生の瞬間 を決め る の

は水圧 の作用で は ない か と考えて い る．この こ と
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につ い ては
，

ダム湖の 水量変化と地震発生の 間の

関係をモデ ル として研究して い る．地震予知 ・噴

火予知観測セ ン ターは，地震 や火山噴火の 予知，

地震学，火山学，地球内部物理学の 基礎的な研究

を行な っ て お り，東北地方に 50点以上 の 地震 ・火

山観測網を持っ て い る．海洋物理学講座は，海洋

に関する こ と （海水の 運動 ， 温度分布，変動 の メ

カ ニ ズ ム等）を様々 な方法で 研 究して い る．また
，

海洋 と大気 の 様 々 な ス ケ ール で の 相互作用 も研究

対象である，大気海洋変動研究セ ン ターは
，
90年

に ス タ
ー

トしたばか りで ， 観測 ・解析 に基づ い て

大気海洋変動の 実態 とメ カ ニ ズ ム を定量的総合的

に解明する ことを目標 として い る．気象学講座は，

気象の 中で も地表面に近い ところ，つ ま り大気と

地表面との エ ネル ギ
ー
循環の 機構を対象とした研

究 を行な っ て お り， 気候の変化 を予測す る ため の

データを得ることを目標に して い る，具体的に は，

積雪面上 ・海面上 の気象や内陸部の局地気象等の

研究をして い る．

5．大学院へ 入学するには

　こ れ まで述べ て きた これ らの学科に は，さらに

勉強を続けた い 人の ため に大学院が設置 されて い

る．地球物質科学科 と地圏環境科学科は理学研究

科地学専攻 となっ て 統合され て い るが，宇宙地球

物理学科は天文学専攻 と地球物理学専攻に分かれ

て い る （前述），どち らの 専攻 も，修士課程へ の

入学は例年原則として 9月に行 なわれ る選考試験

を経て 許可 され る．選考試験は，筆記 ・面接か ら

なる．地球物理学専攻では工学部出身者が入学 し

て博士 課程 ま で 進ん で い る ケ
ー

ス が あ る．募集要

項は 6 月に出され
， 出願期間 は 8 月中旬の 1週間で

あるが ， 変更されて い る こ ともあるの で希望者は

直接理学部教務掛 （〒 980仙台市青葉区荒巻字青

215

葉，電話022−222− 1800　内線 3536）まで問い 合

わせ て 欲しい ．

（この記事を書 くにあた り、東北大学生活協同組合

編 「高校生に贈 る東北大学　 1992年度版　理系学

部編」，東北大学理 学部地学系学科編 「地学系学

科紹介パ ン フ レ ッ ト」を参考に しま した 。 ）
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